
反 パーフェクショニズムの旗のもとに

一一私と『社研月報J一一

経済学部望月清司

私などにスピーチの審がくるとは思ってもいませんでしたので，皆さんの楽しいお話を気楽

にエンジョイ していただけで，急』ζ何かしゃべれと言われてとまどうのですが，古くもない思

い出のなかでは，ネ土研の前身である「臼本資本主義構造研究会」時代，中村（秀一郎）さんが

例の中堅企業論告提起した研究会の雰囲気が今でも非常に鮮明に残っています。とし＼~、ますの

は．当時のならわしでは，研究会での報告者のレポート を『構造研月報JI<:掲載するだけでな

く，その研究会での質疑応答，今後の課題などを当番がまとめてその同じ号にのせること』とな

っていたのですが，中村報告があった研究会ーーええと，あれは 195 9年か60年の初夏でした

かーーでの当番が私に廻ってきたからでした。卓上テープレコーダーが研究会の貴重な財産だ

ったという時代でした。日本資本主義の 「二重構造」という乙 とがやかましく 言われていたと

きですから，その二重構造の中聞に第三のカテゴ リーをさ しはさもうという中村報告はたいへ

ん活綾な論議をよびました。中堅企業の革新的リーダーたちを動かしているのは必ずしも第一

義的に利潤動機ではないと力説する中村さんに，山田（盛太郎）先生が 「それでも やはり資本

主義ですからね」と例の荘重なと口調で語られた光景を思い出します。あとでテープを何度も

筒き直して，そのやりとりをまとめるのに苦労しました。

あのころの構造研にくらべて社研が質的』とも量的にも大いに発展したことはと同E誌にたえま

せん。とはし、ぇ，あのころの何回かの研究会の情景を断片的に思いうかべますと， やはり研究

所は同時にまた研究会でなくてはならとfい，と思う乙と切なるものがあります。図体が大きく

なれば伝るほど，学際的な総合という 乙とがfごいじになるはずですし，じっさい構造研のあと

をうけて経済学研究所ならぬ社会科学研究所を構想した首脳部の目ましたと乙ろもそ乙にゐっ

たとは思うのですが，乙のごろ，ある包括的伝テーマを核として，それぞれが自分の専門の立

場からアマチ ュア的意見を交しあうという 「ゲゼルシャフト」 的会合の機会が少なくとfったよ

うに思うのは私だけでしょ うか。

もっとも，そういう学際的総合がある研究活動として具体化するのには， 日常ふだんの場で

学際的ダペ リングが営まれていて乙そ可能なのでして，その意味でも法学部が神田に独立して

いるとい う機構は私たちの学問研究のありかたに大きなマイ ナスですし， また生田でもそうい
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う，ちょっと したおし平べりのためのたまり場のような空間が欠けている乙とも無視できとfい

ように思えます。京大人文研の共同研究は有名ですが，そのリーダーであられる桑原（武夫）

先生のお話しでは，人文研の用務員室をたまり場にしていつもかわされていた知的会話が土台

にはっていたと，何かで読んだことがあります。そういう，一見ムダなひまつぶしと見える時

間と空間の提供乙そが研究所のじつは一番fごし、じな役割のひとつと乙のとろとくに感じられて

なりません。

さて，社研が発足して『社研月報JK乙ろもがえしたかしないかという乙ろ，私個人にとっ

てはきわめて重大な意味をもつことばが私の耳にとぴ乙んできました。 当時の神田校舎の五号

館のかたすみに，私は昼間も全然日のささとfいまつくらな研究室を構えていたもので，それで

だいぶ目をわるく したのですけれど，ガラス一枚の仕切りをへだてた隣りの部屋が江沢 ・故三

島両先生，それに今はお二人とも外語大Kゆかれた長 （幸男）注ん，山田（克巳）さんという

いずれ劣らぬ会話魔たちの雑居房であったせいもあって，時Klとき・やかとfサロンとイじしたわけ

です。そんなある時， 話の前後は全然記憶にとよいのが今もってふしぎですが，社研の初代事務

局長だった長さんの，新たに発足する f社研月報Jでは 「ともかくノTーフェクショニズムはや

めようじ亭ないのJという，例のオクタ ーブの高い声がひびいてきました。 「パーフェクショ

ニズムJという聞き慣れない英語のせいもあると思いますけれど，このことばは今でも私の耳

にやきついています。実は当時，ひそかに『資本家的生産K先行する諸形態』の彪胎をしてい

るうち，その乙ろでは『諸形態』研究の絶対的なサブ ・テキストとされていた大塚（久雄）先

生の『共同体の基礎理論』にそれ乙そ根本的全面的な疑問をもらはじめていたのです。当時の

状況では， 『基礎理論』をそんとfふうにしか読めないのは乙っちの頭が惑いのだろうと思って

おくのが安全でしたが，私の内部でその疑問がどんどんふくれ上って胸もとまでふきこぼれそ

うになっていた乙とも事実でした。

社研発足とほとんど同時に，小林（良正）先生を中心K，加藤幸三郎さんや法学部の林毅さ

ん（現・阪大）と私の4人で『諸形態』輪説会をはじめていた矢先でもあり，私は長さんの「

ノマーフ ェクショ ニズムはよそう」という宣言にはげまされ，ほんとうに目をつむって一歩ふみ

出すという心境で， 『諸形態Jについての覚え書を 『月報』編集部に提出したのでした。今と

ちがって粗末な紙K刷り上った第4号の字づらを追いながら， 「とうとう書いてしまったJ,

もうあともどりはできないかな，という感慨をいだいた乙とは忘れえぬ思い出です。ドイツ経

済史という本来の研究課題からだし、ぷ離れてしまっていますが，今の私のマルクス研究は，ま

ったくあの五号館のガラス越しに聞いた長さんのひとことから出発したものにほかなりません。
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長さんC自身は多分そんとE発言をされた乙となどとっくにお忘れtとなっておられるでしょ うし，

まして，何げない乙、自分のひと乙とが隣室にいた私の胸ぐらをつかんで激しくゆさぶった乙と

とよど夢にも思っていらっ しゃらないと思うのですが，乙とはまったくそのとおりなのです。 た

いへんおくればせながら乙の席から長さんに心からのお礼を申し上げる次第です（笑）。

誰』と読まれなく ともいい，今の心のたけを文字K対象化して，その自分とひとり対して難問、

への新たな突破口を見つける手だてとしよう。そんな私のわがままを『月報』はよく闘いてく

れ，そして私の知らない聞に何人かの人々のところへ私のつぶやきを確実に屈けてくれました。

小林先生を中心とする楽しい『諸形態』輪読会K，ささやかな素材を提供して，その輸を多少

とも前に進める役割をつとめえた，乙のことについても私は『月報JR:感謝しなくてはなりま

せん。

その『月報』も百号をずっと前に乙え，そして『月報』では納まりきれぬエネルギーを収容

する『年報』も 7号を閲しています。ねがわくは， 『月報Jや『年報』が，出さないと予算を

消化できないから出さねばならないものになる乙となく ．いつまでもパーフ ェクショニズム反

対の旗を高くかかげることで，所員各位それぞれの一歩ふみ出しのスプリング・ボードとして

働らくよう，その乙とで日本の社会科学研究にたえず問題提起をかさねてゆく，そんとfぺリオ

デイカ ルで‘ありつづける乙とを願ってやみません。

まだまだこれからも『月報』のお世話になるつもりでおります。こ乙まで『月報』を支え育

ててきたかたがたの縁の下の力持ち的なC尽力に深く思いをいたしながら，私もまた応分のパ

ートをになう乙とで，社研の次の記念パーティまでの時を皆さんと共聞にわから合いたいと思

います。

「神話時代」の社研と私

真保潤一郎

本日はお招きを受けましてありがとうとぎいます。先きほどの方と同様，所外研究員ですが，

年報，月報など頂戴致し恐縮lζ存じております。

御列席の長先生が事務局長でしたか，夜分お電話を頂き，お受けした次第で・す。

司会者先生が再発足以前の研究所（社会科学研究所の略語．以下同じ ）を「神話時代」とお
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